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研 究 内 容 ⃝マインドフルネス心理療法の効果研究
　マインドフルネスは、近年広まってきた瞑想を用いた心理療法です。「現在に気づきを向ける」こ
とを通して、身体感覚や五感、思考や感情を、ありのまま観察することを練習します。マインドフ
ルネスを練習することによって、自分自身の状態に早めに気づき、ぐるぐる考えること（反芻と言
います）から抜け出すことで、うつや不安、ストレスを減少させると言われています。
　共同研究者の一人として、マインドフルネス心理療法とマインドフルネス心理療法に実存的なア
プローチを加えた場合の効果の比較検討を行い、効果の予測因子を抽出しました。
　マインドフルネス心理療法は、医療領域で用いられてきましたが、現在では、幅広い領域、幅広
い対象の方に応用されており、私も、一人ひとりの幸福な生活を支援できるよう、応用していきた
いと考えています。

⃝子育て支援・保護者支援における多職種連携
　子どもが生まれ成長していく過程は、同時に、その保護者にとっては、子どもを受け入れ、養育
することを学び、親になるという過程でもあります。その中で生じるさまざまな課題に対して、心
理的支援を通じて実践的に取り組むと同時に、多職種との効果的な連携の在り方についても検討し
ています。
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